






乗り
たい
とき
に予
約す
る

公共
交通
のカタ

チ

新し
い

今
ま
で
の
バ
ス
と

何
が
違
う
の
？

の
る
ー
と
中
央
の

使
い
か
た

時
刻
表
が
無
く
、

時
刻
表
が
無
く
、

必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
る
予
約
制

必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
る
予
約
制

決
ま
っ
た
ル
ー
ト
が
無
く
、

決
ま
っ
た
ル
ー
ト
が
無
く
、

自
宅
近
く
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
か
ら
乗
車
可
能

自
宅
近
く
の
乗
降
ポ
イ
ン
ト
か
ら
乗
車
可
能

　
予
約
状
況
に
応
じ
て
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
運

行
ル
ー
ト
を
随
時
更
新
し
な
が
ら
走
り
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
、利
用
者
登
録（
初
回
の
み
）と

乗
車
予
約（
毎
回
）が
必
要
で
す
。

※�

予
約
は
ア
プ
リ
ま
た
は
電
話
で
行
い
ま
す
。

乗
車
日
の
６
日
前
か
ら
当
日
ま
で
、必
要
な

と
き
に
予
約
可
能
で
す
。

※
運
行
方
法
は
乗
合
交
通
で
す
。

　
乗
降
ポ
イ
ン
ト
を
市
内
に
２
５
０
箇
所（
生
活

関
連
施
設
…
38
、一
般
停
留
所
…
２
１
２
）設
置

し
ま
す
。

※�

生
活
関
連
施
設
＝
商
業
施
設
、医
療
機
関
な
ど

　
一
般
停
留
所
＝
自
治
会
管
理
の
ご
み
集
積
所

※�

乗
降
ポ
イ
ン
ト
間
で
利
用
可
能
で
す
が
、

乗
る
ポ
イ
ン
ト
・
降
り
る
ポ
イ
ン
ト
の
ど
ち

ら
か
を
生
活
関
連
施
設
に
設
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

公共施設
中
央
市
役
所
本
庁
舎　
　

玉
穂
支
所

豊
富
支
所

玉
穂
総
合
会
館　

総
合
防
災
公
園

玉
穂
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広
場

Ｙ
ｓ
ｋ 

ｅ-

ｃ
о
ｍ
シ
ル
ク
パ
ー
ク

シ
ル
ク
ふ
れ
ん
ど
り
ぃ

駅
小
井
川
駅

東
花
輪
駅

商業施設
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
山
梨
中
央

イ
ッ
ツ
モ
ア
玉
穂
Ｓ
Ｃ

オ
ギ
ノ
田
富
店

オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
Ｓ
Ｃ

四
季
新
鮮
収
穫
広
場 

た
・
か
ら

Ｄ
Ｃ
Ｍ
田
富
店

ト
ラ
イ
ア
ル
マ
ー
ト
西
花
輪
店

マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
豊
富
店

道
の
駅
と
よ
と
み

医療機関
赤
岡
整
形
外
科
医
院

今
村
歯
科
・
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

お
ぎ
の
医
院

菊
島
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

き
た
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

こ
ば
や
し
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

玉
穂
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

た
ま
ほ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

玉
穂
ふ
れ
あ
い
診
療
所

せ
た
歯
科
医
院

西
野
内
科
医
院

長
谷
川
歯
科
医
院

東
花
輪
駅
前
小
俣
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

古
屋
ク
リ
ニ
ッ
ク

保
坂
眼
科
医
院

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

山
梨
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
之
神
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

若
葉
ク
リ
ニ
ッ
ク

乗降ポイント（生活関連施設）

AIデマンド交通

「のるーと中央」
AIデマンド交通AIデマンド交通

「のるーと中央」「のるーと中央」

１
人
１
回 
５
０
０
円（
距
離
に
関
わ
ら
ず
一
律
）

※
幼
児
・
乳
幼
児
は
無
料
で
す
。

※�

介
護
者
は
要
介
護
者
１
人
に
つ
き
１
人
ま
で

無
料
で
す
。

※�

支
払
方
法
は
現
金
の
み
で
す
。ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
や
電
子
決
済
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

運

行

料

金

月
曜
日 

～ 

金
曜
日　
午
前
８
時
～
午
後
４
時

※�

土
、日
、祝
日
、年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月

３
日
）は
運
休
し
ま
す
。

運
行
日
・
時
間

中
央
市
民

※�

１
人
で
乗
り
降
り
が
難
し
い
人
や
介
護
を
必

要
と
す
る
人
が
利
用
す
る
場
合
は
、介
護
者

が
同
乗
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
人

ア�

プ
リ
で
利
用
登
録　

の
る
ー
と
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、各
項
目
に
必
要
事
項
を

入
力
。

電�

話
で
利
用
登
録　
の
る
ー
と
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
５
０
ー
３
０
９
８
ー
０
５
８
７
）に
電
話
し
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
質
問
に
回
答
。

※�

の
る
ー
と
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
は
、平
日（
午
前
７
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
）の
み
利
用
可
能
で
す
。

利
用
登
録
方
法

のるーとア�プリのるーとア�プリ
こちらからダウンロード
してご利用ください➡

➡問合せ
　中央市地域公共交通活性化協議会
　事務局（企画課）　☎274-8523

呼
ぶ
呼
ぶ

※�

予
約
は
利
用
日
の
６
日
前
か
ら
利
用
の
30
分
前
ま
で
に
完

了
し
て
く
だ
さ
い
。電
話
予
約
の
場
合
、あ
ら
か
じ
め
乗
降

ポ
イ
ン
ト（
生
活
関
連
施
設
、一
般
停
留
所
）の
場
所
と
番

号
を
利
用
ガ
イ
ド
で
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

の
る
ー
と
ア
プ
リ
ま
た
は

電
話
で
配
車
予
約

1ステップ

行
く
行
く

※�

運
行
状
況
に
よ
り
、車
両
の
到
着
が
若
干
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

予
約
し
た
時
間
ま
で
に
、指
定

の
乗
車
ポ
イ
ン
ト
に
行
く

2ステップ

乗
る
乗
る

※�

予
約
番
号
は
利
用
者
登
録
で
登
録
し
た
電
話
番
号
の
下
４
桁

で
す
。

運
転
手
に
予
約
番
号
を
伝

え
て
乗
車

ステップ3
払
う
払
う

※�

両
替
機
が
な
い
の
で
、釣
銭
が
出
な
い
よ
う
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

乗
車
時
に
運
賃
を
前
払
い

（
現
金
の
み
）

ステップ4

この看板が目印 市HPはこちら

のるーと専用ダイヤルのるーと専用ダイヤル
☎050-3098-0587
平日　午前７時30分～午後３時30分

のるーとアプリのるーとアプリ
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魅
力
的
な
働
く
場
の
創
出
と
人
づ
く
り

事
業
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と「
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税（
地
方
創
生
応
援
税
制
）制
度
」を

と
お
し
て
寄
附（
金
額
は
非
公
表
）を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

岡
谷
酸
素
株
式
会
社
様

（
本
社
所
在
地　
長
野
県
岡
谷
市
幸
町
）

株
式
会
社
マ
ル
ア
イ
産
機
様

（
本
社
所
在
地　
甲
府
市
上
石
田
）

　

若
い
世
代
が
希
望
す
る
結
婚
、出
産
、子

育
て
、教
育
の
実
現
事
業
に
活
用
し
て
ほ
し

い
と「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税（
地
方
創
生

応
援
税
制
）制
度
」を
と
お
し
て
寄
附（
金
額

は
非
公
表
）を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
ブ
レ
ー
ン
ズ
様

（
本
社
所
在
地　
笛
吹
市
御
坂
町
井
之
上
）

株
式
会
社
興
龍
社
様

（
本
社
所
在
地　
甲
府
市
富
竹
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

お
知
ら
せ

市
県
民
税
第
３
期
の
納
付
期
限

第
３
期
納
付
期
限　
10
月
31
日（
金
）ま
で

　
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。口
座
振
替
を

ご
利
用
の
人
は
、10
月
31
日（
金
）が
振
替
日
で
す
。

　

再
振
替
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、残
高
な
ど
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。　

➡
問
合
せ　
税
務
課

☎
２
７
４
ー
８
５
４
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

平
日
時
間
外
・
休
日
交
付
を
行
い
ま
す

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
が
届
い
た
人
を

対
象
に
、平
日
時
間
外
や
休
日
も
交
付
事
務
を
行

い
ま
す
。当
日
は
交
付
以
外
の
手
続
き
も
受
け
付

け
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
場
所
は
ど
ち
ら
も
市
民
環
境
課

▼
平
日
時
間
外
交
付（
予
約
制
）

日
時　

10
月
９
日（
木
）、16
日（
木
）、23
日（
木
）、

30
日（
木
）　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

※��

30
分
ご
と
の
時
間
帯（
全
４
回
）で
予
約
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

定
員　
各
回
５
人（
先
着
）

申
込
期
限　
各
日
前
日
ま
で

▼
休
日
交
付

日
時　
10
月
25
日（
土
）　
午
前
９
時
～
正
午

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

市
民
環
境
課

☎
２
７
４
ー
８
５
４
１

10
月
の
市
民
と
市
長
の
対
話
室

日
時　
10
月
30
日（
木
）　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

　

ま
た
、通
知
が
届
か
な
く
て
も
給
付
の
対
象
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。市
Ｈ
Ｐ（https://w

w
w
.

city.chuo.yam
anashi.jp/soshiki/zeim

u/
teigakugenzei/index.htm

l

）で
要
件
を
確
認
し
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

税
務
課
窓
口
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
は
、申
請
書
類
の
審
査
完
了
後
に
順
次

支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
限　
10
月
31
日（
金
）ま
で

➡
問
合
せ　
税
務
課　
不
足
額
給
付
担
当

☎
２
７
４
ー
８
５
０
０

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
農
業
者
年
金
は
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
の
た
め
、

加
入
者
数
な
ど
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
年
金

制
度
で
す
。ま
た
、保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
の

控
除
対
象
と
な
り
、税
制
面
で
も
優
遇
措
置
を
受

け
ら
れ
ま
す
。途
中
脱
退
も
可
能
で
す
。

　

加
入
を
考
え
て
い
る
人
は
、農
業
委
員
会
ま
た

は
最
寄
り
の
農
協
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、年
間
60
日

以
上
農
業
に
従
事
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

➡
問
合
せ　
中
央
市
農
業
委
員
会

☎
２
７
４
ー
８
５
６
１

田
富
南
小
学
校
学
校
情
報
化
優
良
校
認
定

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、山
梨
大
学
教
育
学
部
三

井
一
希
准
教
授
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、日
本
教

育
工
学
協
会（JAET

）の
学
校
情
報
化
診
断
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
学
校
情
報
化
認
定
の
取
得
に
努
め

て
い
ま
す
。８
月
、田
富
南
小
学
校
が
新
た
に
学
校

情
報
化
認
定
優
良
校
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
情
報
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、学
校

場
所　
中
央
市
役
所

対
象　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
個
人
ま
た
は
団
体

定
員　
３
組（
先
着
）

申
込
方
法　
政
策
秘
書
課
、玉
穂
・
豊
富
支
所
、市

Ｈ
Ｐ
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

10
月
23
日（
木
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
政
策
秘
書
課
☎
２
７
４
ー
８
５
１
２

国
勢
調
査
へ
の
回
答
は
お
済
み
で
す
か

　

国
勢
調
査
は
、令
和
７
年
10
月
１
日
現
在
、日
本

に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯
が
対

象
で
す
。回
答
が
お
済
で
な
い
世
帯
は
、10
月
８
日

（
水
）ま
で
に
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
結
果
は
、さ
ま
ざ
ま
な
法
令
に
そ
の
利
用

が
定
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、社
会
福
祉
、雇
用
、

環
境
整
備
、災
害
対
策
な
ど
、私
た
ち
の
暮
ら
し

の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
、簡
単
・
便
利

で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
さ
れ
た
場
合

は
紙
の
調
査
票
の
提
出
は
不
要
で
す
。

※
国
勢
調
査
を
よ
そ
お
っ
た
詐
欺
や
不
審
な
電
話

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
企
画
課

☎
２
７
４
ー
８
５
２
３

定
額
減
税
補
足
給
付
金（
不
足
額
給
付
分
）

の
申
請
に
つ
い
て

　

定
額
減
税
補
足
給
付
金（
不
足
額
給
付
分
）は
、

令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
定
額
減
税
し
き
れ
な
い

と
見
込
ま
れ
る
人
へ
の
給
付（
当
初
調
整
給
付
）の

支
給
額
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
、追
加
で
給
付

を
行
う
も
の
で
す
。

　
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
は
、８
月
下
旬
か
ら
９

月
上
旬
に
か
け
て
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
。内
容
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
入
保
険
の
加
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

▼
園
芸
施
設
共
済　

毎
年
冬
に
な
る
と
、降
雪
や

強
風
な
ど
に
よ
っ
て
ハ
ウ
ス
が
損
傷
す
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。日
頃
か
ら
ハ
ウ
ス
の
点

検
や
補
修
を
行
う
と
と
も
に
、園
芸
施
設
共
済

に
加
入
し
て
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

※
各
制
度
の
加
入
方
法
な
ど
、詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ
山
梨
県
農
業
共
済
組
合（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
梨
）

　
南
ア
ル
プ
ス
支
所　
　
☎
２
８
２
ー
０
４
４
３

山
梨
県
収
入
証
紙
の
廃
止
と

手
数
料
の
新
し
い
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

山
梨
県
に
納
め
て
い
た
だ
く
各
種
手
数
料
に
つ

い
て
、山
梨
県
収
入
証
紙
が
廃
止
さ
れ
、令
和
８
年

１
月
１
日（
木
・
祝
）か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
納
付
方
法
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

新
し
い
納
付
方
法　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
、

コ
ー
ド
決
済
、現
金
な
ど

※
納
付
方
法
は
申
請
の
種
別
に
よ
り
異
な
り
ま
す

情
報
化
優
良
校
の
認
定
を
推
進
し
ま
す
。

➡
問
合
せ　
教
育
総
務
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
１

稲
わ
ら
や
も
み
殻
な
ど
は

焼
却
せ
ず
に
有
効
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
稲
わ
ら
や
も
み
殻
な
ど
の
焼
却
は
、煙
に
よ
る
通

行
の
妨
げ
や
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
稲
わ
ら
や
も
み
殻
な
ど
は
、貴
重
な
有
機
資
源
で
す
。

水
田
に
す
き
込
む
な
ど
土
づ
く
り
に
活
用
し
、環
境

に
も
人
に
も
や
さ
し
い
農
業
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
焼
却
を
行
う
場
合
は
、風
向
き
や
時
間
帯

を
考
慮
し
周
辺
住
民
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

➡
問
合
せ　
産
業
課

☎
２
７
４
ー
８
５
６
１

収
入
保
険
、園
芸
施
設
共
済
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

▼
収
入
保
険　
農
家
の
努
力
だ
け
で
は
避
け
ら
れ

な
い
、さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク（
自
然
災
害
、盗
難
、

運
搬
中
の
事
故
な
ど
）に
よ
る
収
入
減
少
を
補

償
す
る
制
度
で
す
。リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
に
、

官民が連携して良質な住宅の普及を図ることを目的に、今年度
「やまなしKAITEKI住宅普及促進事業」がスタートしました。

中央市ではこの事業に参画し、良質な住宅を取得した市民のみ
なさんに対して、達成した基準に応じて一定額の補助金を交付
します。詳細は建設課にお問い合わせください。

▶補助の対象者・対象となる住宅
・�KAITEKI住宅の各基準を満たす住宅を取得（新築・
購入・改修）し、その住宅に住民票がある人

・�令和７年４月以降に着工されたKAITEKI住宅の
各基準を満たす住宅で、県内の事業者（工務店
など）が施工したもの

▶補助を受ける手続きの方法
�住宅を取得しKAITEKI住宅の認定（※1）を受け、
その住宅に転居・転入後に建設課に申請してく
ださい。

中央市やまなし中央市やまなしKK
か い て きか い て き
AITEKIAITEKI住宅普及促進事業費補助金住宅普及促進事業費補助金

良質な住宅の取得に対して
補助金が交付されます

基準名 要件 補助金額

新
築
・
購
入
の
場
合

【必須基準】
やまなしKAITEKI住宅

①�長期優良住宅（令和7年4月1日以降新築基準）であること
②断熱等性能等級６以上
③相当隙間面積1.0㎠ /㎡以下

20万円 子育て世帯等※2
20万円加算

やまなしKAITEKI住宅/ZERO ①�一次エネ削減率35％以上（再エネ除く）
②�一次エネ削減率100％以上（再エネ含む） 20万円

やまなしKAITEKI住宅/FORET 県産木材使用
量による区分

い
ず
れ
か

10㎥以上かつ50%以上 40万円
7.5㎥以上かつ40%以上 30万円
5㎥以上かつ30%以上 20万円

改
修
の
場
合

【必須基準】
やまなしKAITEKI住宅リノベ

①長期優良住宅（令和7年4月1日以降増改築基準）であること
②断熱等性能等級５以上
③一次エネルギー消費量等級６以上

40万円 子育て世帯等※2
20万円加算

やまなしKAITEKI住宅リノベ/ZERO 一次エネ削減率100％以上（再エネ含む） 20万円

やまなしKAITEKI住宅リノベ/FORET 県産木材使用
量による区分

い
ず
れ
か

10㎥以上かつ50%以上 40万円
7.5㎥以上かつ40%以上 30万円
5㎥以上かつ30%以上 20万円

※１ 各基準を満たしていることの認定は、山梨県建設技術センターが行います。
※２ 子育て世帯等：「18歳未満の子を有する世帯（子育て世帯）」または「夫婦のいずれかが39歳以下の世帯（若者夫婦世帯）」

➡問合せ　建設課　☎274-8553

こんなの１
い や や

８８っ！
消費生活トラブルQ＆A

消費者庁消費者ホットライン 188
イメージキャラクター　イヤヤン

海外からの知らない国際電話が
増えています！

最近、「＋」から始まる国際電話
が多くかかってくる。電話に出て

も無言のまま切られてしまった。夜中に
かかってくることもあり、心当たりがな
くとても不安なため、国際電話を拒否す
る設定をしたいがどうすればよいか。

国際電話は利用を停止することが
できます。停止する場合は、契約し

ている電話会社へご連絡ください。また、
心当たりのない国際電話は詐欺の可能
性が高いため、電話に出ない、折り返し
の電話をしないようにしましょう。不安
に感じたり、トラブルが生じた場合は、
すぐに消費者ホットライン☎188へご
相談ください。

➡問合せ　総務課　☎274-8511
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の
で
詳
細
は
手
数
料
所
管
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

山
梨
県
収
入
証
紙
の
販
売
は
12
月
31
日（
水
）に

終
了
し
ま
す
。ま
た
、収
入
証
紙
の
使
用
期
限

は
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）で
す
の
で
、ご
注

意
く
だ
さ
い
。詳
細
は
山
梨
県
Ｈ
Ｐ（https://

w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/sui-kai/

syousihaishi.htm
l

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
山
梨
県
出
納
局　
会
計
課

☎
２
２
３
ー
１
３
０
８

マ
イ
ナ
救
急
の
実
証
事
業
の
ご
協
力
の
お
願
い

　

甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、総
務
省
消
防
庁
と

連
携
し
、マ
イ
ナ
保
険
証
を
活
用
し
た
救
急
業
務

の
円
滑
化
に
向
け
た
実
証
事
業
を
10
月
１
日
か
ら

実
施
し
ま
す
。こ
の
事
業
は
、傷
病
者
が
情
報
閲
覧

に
同
意
し
た
場
合
、救
急
隊
員
が
傷
病
者
の
マ
イ

ナ
保
険
証（
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
登
録
し
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）を
活
用
し
、傷
病
者
の
医

療
情
報
な
ど
を
閲
覧
す
る
こ
と
で
、医
療
機
関
へ
の

早
期
搬
送
と
適
切
な
医
療
提
供
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※�
詳
細
は
甲
府
地
区
消
防
本
部
Ｈ
Ｐ（https://

w
w
w
.kfd.or.jp/

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
甲
府
地
区
消
防
本
部
救
急
救
助
課

☎
２
２
２
ー
１
１
９
２

登
記
申
請
の
義
務
化
に
つ
い
て

　
不
動
産
を
相
続（
取
得
）し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
、相
続
登
記
の
申
請
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。登
記
申
請
を
怠
る
と
10
万
円
以
下
の
過

料
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、令
和

８
年
４
月
１
日
か
ら
は
不
動
産
の
所
有
者
の
住
所

ま
た
は
氏
名
の
変
更（
転
居
や
結
婚
な
ど
）の
日
か
ら

２
年
以
内
の
変
更
登
記
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

変
更
登
記
申
請
を
怠
る
と
５
万
円
以
下
の
過
料
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
細
は
、法
務
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

甲
府
地
方
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、登
記
の
専
門
家
で
あ
る
司
法
書
士
へ
の
相

談
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

➡�

問
合
せ　
甲
府
地
方
法
務
局 

☎
２
５
２
ー
７
１
５
１

　
山
梨
県
司
法
書
士
会　
☎
２
５
３
ー
６
９
０
０

書
士
会
の
共
催
で「
税
と
登
記
の
無
料
相
談
会
」を

実
施
し
ま
す
。相
続
税
、相
続
登
記
、会
社
の
税
務
、

土
地
建
物
の
名
義
変
更
な
ど
税
理
士
、司
法
書
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
11
月
６
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー「
か
い
て
ら
す
」

　
　
　
（
甲
府
市
東
光
寺
３
ー
13
ー
23
）

定
員　
40
組（
先
着
）

※
相
談
時
間
は
１
組
30
分
で
、完
全
予
約
制
で
す
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
東
京
地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会

☎
２
３
３
ー
１
３
１
８

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

夜
眠
れ
な
い
、憂ゆ

う
う
つ鬱

な
気
分
が
続
く
な
ど
の
心

の
病
気
が
心
配
な
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
相
談
は
必
ず
事
前
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。希
望
者
が
多
い
場
合
、医
療
に
か

か
っ
て
い
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
面
談（
要
予
約
）

　
11
月
４
日（
火
）　
午
後
１
時
～
５
時

保
健
師
電
話
相
談（
予
約
不
要
）

　
11
月
10
日（
月
）　
午
後
１
時
～
４
時

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
健
康
増
進
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

無
料
調
停
手
続
相
談
会

　

生
活
の
中
で
生
じ
る
身
近
な
ト
ラ
ブ
ル（
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
、離
婚
、親
族
間
紛
争
、土
地
建
物
問
題

な
ど
）の
相
談
に
、民
事
・
家
事
調
停
委
員（
弁
護

士
を
含
む
）が
応
じ
ま
す
。

日
時　
10
月
18
日（
土
）　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
受
付
は
午
後
３
時
30
分
で
終
了
し
ま
す
。

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

場
所　
甲
府
市
役
所　
１
階　
市
民
活
動
室

　
　
　
（
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
18
ー
１
）

➡
問
合
せ　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

☎
２
３
５
ー
１
１
３
３

県
下
一
斉
無
料
相
談
会

　

相
続
、遺
言
、農
地
、各
種
許
認
可
な
ど
の
相
談

に
行
政
書
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所

①
10
月
18
日（
土
）　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和 

３
Ｆ 

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

　
（
昭
和
町
飯
喰
１
５
０
５
ー
１
）

②
10
月
25
日（
土
）　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

　

�

ｆふ

も

っ

と

ｕ
ｍ
о
ｔ
ｔ
о
南
ア
ル
プ
ス　

マ
ル
シ
ェ
内

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス（
南
ア
ル
プ
ス
市
十
日
市
場

１
５
７
１
ー
１
）

➡
問
合
せ　
山
梨
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
２
３
７
ー
２
６
０
１

小
規
模
事
業
者
の
記
帳
相
談（
予
約
制
）

　
中
央
市
商
工
会
で
は
、市
内
の
小
規
模
個
人
事
業

者
の
記
帳
に
対
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

記
帳
の
仕
方
な
ど
で
お
悩
み
の
人
は
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
内
容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

対�

象　
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
事
業
所
が
あ
る

個
人
の
小
規
模
事
業
者

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
中
央
市
商
工
会　
　
　
☎
２
７
３
ー
４
１
４
１

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談（
予
約
制
）

　

土
地
境
界
の
専
門
家「
土
地
家
屋
調
査
士
」と
法

律
の
専
門
家「
弁
護
士
」が
協
力
し
、相
談
に
応
じ

ま
す
。相
談
は
有
料
で
す
。

場
所　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
　
　
（
甲
府
市
国
母
８
ー
13
ー
30
）

申
込
方
法　
電
話

※�

相
談
は
対
面
の
み
で
す
。電
話
で
の
相
談
は
で

き
ま
せ
ん
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

☎
２
２
５
ー
３
７
３
７

募
　
集

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
た

啓
発
作
品「
川
柳
・
標
語
・
写
真
」募
集

　
中
央
市
男
女
共
同
参
画
委
員
会
で
は
家
庭
や
地
域
、

職
場
、学
校
な
ど
で
感
じ
る
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役

割
分
担
や
社
会
慣
習
へ
の
疑
問
な
ど
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
し
て
も
ら
う
た
め
に
、川
柳
、標
語
、写
真
で

男
女
共
同
参
画
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
由
に
表
現

し
た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
あ
り
が
と
う
を
伝
え
た
い
」

部
門　
川
柳
、標
語
、写
真

対
象　
市
内
在
住
、市
内
在
勤
、市
内
在
学
の
人

申�

込
方
法　
中
央
市
男
女
共
同
参
画
委
員
会（
企
画
課
）

に
直
接
持
ち
込
み
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
７
４
ー
７
１
３
０
）、

メ
ー
ル（lg-kikaku@city.yam

anashi-chuo.lg.jp

）

※�

必
要
事
項「
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名（
ふ
り

が
な
）④
性
別
⑤
年
齢
⑥
連
絡
先
⑦
作
品
に
対

し
て
一
言
」を
記
載
し
た
も
の
を
、作
品
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。写
真
の
場
合
は「
⑧
写

真
の
題
名
」も
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
賞
作
品
は
市
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。氏
名

の
公
表
を
希
望
し
な
い
場
合
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
も

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

何
点
で
も
応
募
は
可
能
で
す
が
、未
発
表
で
自

作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※�

部
門
ご
と
に
大
賞
１
点
、入
賞
５
点
、特
別
賞
数

点
を
選
定
し
、記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
込
期
限　
11
月
21
日（
金
）ま
で

※�

そ
の
他
の
注
意
事
項
な
ど
、詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
企
画
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
３

相
　
談

事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
専
門
家
が
応
じ
ま
す（
予
約
制
）

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
相

談
に
、や
ま
な
し
産
業
支
援
機
構
の
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
応
じ
ま
す
。相
談

は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

日�

時　

10
月
１
日（
水
）、８
日（
水
）、15
日（
水
）、

22
日（
水
）、29
日（
水
）　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
産
業
課

※�
相
談
時
間
は
１
事
業
者
あ
た
り
約
１
時
間
で
す
。

別
日
で
も
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
産
業
課　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
６
１

９
月
～
10
月
は
行
政
相
談
月
間
で
す

　

行
政
相
談
制
度
を
、よ
り
広
く
国
民
の
み
な
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、総
務
省
で
は

９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
の
２
か
月
間
を「
行
政

相
談
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
政
相
談
月
間
を
中
心
と
し
た
活
動
と
し
て
、

市
で
は
次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
10
月
の
行
政
相
談

日
時　
10
月
10
日（
金
）・
24
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
玉
穂
総
合
会
館

▼
特
設
合
同
相
談
所

　

行
政
相
談
委
員
、人
権
擁
護
委
員
、社
会
福
祉
協

議
会
に
よ
る
行
政
に
関
す
る
こ
と
、人
権
問
題
に

関
す
る
こ
と
、身
近
な
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
に

つ
い
て
の
合
同
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　
10
月
31
日（
金
）　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

場
所　
玉
穂
総
合
会
館

➡�

問
合
せ　
総
務
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
１

無
料
弁
護
士
相
談（
予
約
制
）

　

法
律
の
問
題
に
関
し
て
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ

る
無
料
弁
護
士
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
31
日（
金
）　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
本
館

対
象
・
定
員　
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人 

６
人（
先
着
）

申
込
期
間　
10
月
27
日（
月
）　
午
前
９
時
～

※
初
め
て
利
用
す
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

※�

相
談
前
ま
た
は
相
談
中
に
、担
当
弁
護
士
が
相

談
内
容
に
対
し
て
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
場
合
は
、相
談
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

➡�

申
込
み
・
問
合
せ

　
総
務
課　
　
　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
１
１

税
と
登
記
の
無
料
相
談
会（
予
約
制
）

　

東
京
地
方
税
理
士
会
山
梨
県
会
と
山
梨
県
司
法

山梨県峡南農務事務所から
交通規制のお知らせ

規制期間　11月４日（火）～12月５日（金）
通�行止め区間　国道52号「富士川大橋西
交差点」から県道４号市川三郷富士川
線「富士川大橋交差点」

迂�回路　・国道140号「三郡橋」経由
　　　　・県道４号「富士橋」経由

富士川西部広域農道 富士川大橋
昼夜全面通行止

富士川大橋

富士川大橋西

富士橋西詰

三郡橋北

期間中は歩行者・自転車も
通行できません

●

◎

●

作興橋南

川浦

豊積橋南

期間中は歩行者・自転車も
通行できません

富士川大橋

富士川大橋西

富士橋西詰

三郡橋北

期間中は歩行者・自転車も
通行できません

●

◎

●

作興橋南

川浦

豊積橋南

期間中は歩行者・自転車も
通行できません

規制期間　11月４日（火）～
令和８年３月31日（火）

通�行止め区間　金川曽根広域農道歌舞伎文
化公園先からみたまの湯温泉スタンド先

迂�回路　県道36号、国道140号、県道29号経由

金川曽根広域農道 一城橋
昼夜全面通行止

県道36号笛吹市川三郷線「川浦交差点」
から県道29号甲府中央右左口線「作興
橋南交差点」

➡問合せ　山梨県峡南農務事務所
　農業基盤課　☎240-4138
　（平日　午前９時～正午、午後１時～５時）

空 き家を所有しているみなさん、
中央市空き家バンクに物件を登録

してみませんか。市では、市内に空き家を
所有し、売買や賃貸を希望する人からの
物件登録を随時募集しています。

➡問合せ　政策秘書課　☎274-8512

空き家バンクに登録できる物件
対�象　個人が所有する一戸建ての住宅で、
現に人が居住していないもの、または
居住しなくなる予定のもの。

※�宅地建物取引業者との媒介契約を
行っているなど、既に市場に流通して
いる空き家は登録できません。そのほ
かにも条件がありますの
で、詳細は市HPをご確認
いただくか、お問い合わせ
ください。 市HPはこちら

中央市空き家バンク中央市空き家バンク
物件大募集!!物件大募集!!
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中
央
市
会
計
年
度
任
用
職
員
保
育
士
募
集

採
用
職
種　
保
育
士（
担
任
保
育
士
）

※
2
年
以
上
の
保
育
士
経
験
が
必
要
で
す
。

賃
金　
月
給　
21
万
６
，８
０
０
円

　
　
　
（
昇
給
あ
り　
賞
与
年
２
回
）

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
（
早
・
遅
番
あ
り
）

福�

利
厚
生　

健
康
保
険
、雇
用
保
険
、労
災
保
険
、

厚
生
年
金
、通
勤
手
当

休
暇　
有
給
休
暇
、夏
季
休
暇
、特
別
休
暇

※
保
育
士（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）も
募
集
し
て
い
ま
す
。

※�

そ
の
他
の
条
件
や
申
込
方
法
な
ど
、詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
子
育
て
支
援
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
５
７

三
郡
衛
生
組
合
職
員
募
集（
令
和
８
年
４
月
採
用
）

採
用
場
所
・
職
種
・
人
数

	・
三
郡
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）

　
事
務
職
員　
若
干
名

	・
ふ
じ
か
わ
聖
苑（
火
葬
場
）

　
事
務
職
員　
若
干
名

試
験
日　
１
次
試
験　
11
月
８
日（
土
）

　
　
　
　

２
次
試
験　
11
月
29
日（
土
）

募
集
期
間　
10
月
１
日（
水
）～
27
日（
月
）

※
詳
細
は
三
郡
衛
生
組
合
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
三
郡
衛
生
組
合　
☎
２
８
４
ー
０
４
３
２

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

中
央
市
戦
没
者
慰
霊
祭

　
先
の
大
戦
に
お
け
る
市
内
の
戦
没
者
を
追
悼
し
、

恒
久
平
和
を
祈
願
す
る
た
め
、慰
霊
祭
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
10
月
23
日（
木
）　
午
後
１
時
～
受
付

　
　
　
午
後
１
時
30
分
開
式

場
所　
ア
ピ
オ
甲
府
本
館（
昭
和
町
西
条
３
６
０
０
）

対
象　
戦
没
者
の
遺
族

➡
問
合
せ　
福
祉
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
４

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
程　
11
月
９
日（
日
）

※�

集
合
時
間
な
ど
の
詳
細
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

場
所　
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

対
象
・
定
員　
市
内
在
住
の
人　
60
人（
先
着
）

参
加
料　
３
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

申
込
期
間　
10
月
６
日（
月
）～
22
日（
水
）

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
生
涯
教
育
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
２

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

中
央
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
づ
く
り
や
市
民
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、自
治
会
対
抗（
団
体
戦
）の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
23
日（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～

※
雨
天
時
は
11
月
24
日（
月
・
祝
）に
延
期

場
所　
Ｙ
Ｓ
Ｋ
ｅ
ー
ｃ
ｏ
ｍ
シ
ル
ク
パ
ー
ク

※�

エ
ン
ト
リ
ー
や
選
手
選
考
の
方
法
は
、自
治
会

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。各
自
治
会
の
体
育
委

員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
生
涯
教
育
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
２

女
性
の
た
め
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
教
室

　
「
運
動
を
楽
し
み
た
い
」「
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
が

あ
る
」そ
ん
な
女
性
を
対
象
に
、シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。ゲ
ス
ト
コ
ー
チ

と
し
て
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
ク
ラ
ブ
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
の
小
椋
祥
平
さ
ん
が
参
加
予
定
で
す
。

日�

時　

11
月
５
日（
水
）、12
日（
水
）、19
日（
水
）、

26
日（
水
）、12
月
３
日（
水
）、10
日（
水
）、17
日（
水
）

（
全
7
回 

雨
天
中
止
） 

午
後
８
時
30
分
～
９
時
30
分

場
所　
総
合
防
災
公
園

対
象　
中
学
生
以
上
の
女
性

定�

員　
30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、市
内
在

住
の
人
優
先
で
抽
選
）

参
加
料　
１
回
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
運
動
の
で
き
る
服
装
、タ
オ
ル
、飲
み
物

申�

込
方
法　
電
話（
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）、

メ
ー
ル（
氏
名
、年
齢
、住
所
、電
話
番
号
を
記
載
）

申
込
期
間　
10
月
２
日（
木
）～
31
日（
金
）

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
生
涯
教
育
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
２

skyouiku@
city.chuo.yam

anashi.jp

生
涯
教
育
講
座「
歴
史
教
室
～
東
花
輪
貴

蔵
院
と
六
斎
念
仏
衆
～
」

　
東
花
輪
の
貴
蔵
院
境
内
で
倒
れ
て
い
た
石せ

き
ど
う幢

を
起

こ
す
と
、そ
の
側
面
に「
六
斎
同
行
七
人
」の
６
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。こ
の
発
見

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
、東
花
輪
地
区
の
意
外
な

歴
史
を
、今
も
石
幢
の
横
た
わ
る
貴
蔵
院
の
本
堂

を
お
借
り
し
て
講
演
し
ま
す
。

日
時　
11
月
８
日（
土
）　
午
前
10
時
～

場
所　
貴
蔵
院（
東
花
輪
１
８
５
５
）

講
師　
内
藤
和
久
さ
ん（
豊
富
郷
土
資
料
館
館
長
）

定
員　
30
人（
先
着
）

申
込
期
間　
10
月
６
日（
月
）～
31
日（
金
）

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
生
涯
教
育
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
２

デ
ジ
タ
ル
・
キ
ャ
リ
ア
講
座

　

仕
事
で
す
ぐ
に
役
立
つ
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
学

べ
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。働
く
女
性
を
応
援
す

る（
株
）シ
ー
ズ
プ
レ
イ
ス
と
一
緒
に
、基
礎
的
な

研
修
に
加
え
、マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト（
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信
あ
り
）や
個
別
相
談
、仕
事
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、

自
分
ら
し
い
働
き
方
に
つ
な
が
る
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
ま
す
。講
座
は
３
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
選
択
で
き
、

参
加
者
同
士
の
交
流
会
な
ど
も
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

内
容
・
日
程

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト（
３
コ
ー
ス
共
通
）

　
11
月
12
日（
水
）

①
Ｐ
Ｃ
事
務
コ
ー
ス

　
11
月
17
日（
月
）、25
日（
火
）、28
日（
金
）

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス

　
12
月
１
日（
月
）、３
日（
水
）、10
日（
水
）

③
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
制
作
コ
ー
ス

　
12
月
12
日（
金
）、16
日（
火
）、19
日（
金
）

※
時
間
は
全
て
午
前
10
時
～
正
午
で
す
。

対�

象　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
女
性
で
、原
則

と
し
て
タ
イ
ピ
ン
グ
、フ
ァ
イ
ル
、ブ
ラ
ウ
ザ
の

基
本
操
作
、メ
ー
ル
送
受
信
が
可
能
で
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議（
Ｚ
о
о
ｍ
な
ど
）に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
る
人

※�

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
お
持
ち

で
な
い
人
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
員　
各
コ
ー
ス
15
人（
先
着
）

※
複
数
コ
ー
ス
受
講
可
能

申�

込
方
法　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
し
込
み（
シ
ー
ズ
プ
レ
イ

ス
Ｈ
Ｐ
か
ら
）、電
話（
０
５
０
ー
１
７
２
２
ー

９
１
２
９【
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
】）

申�

込
期
間　

10
月
10
日（
金
）午
前
10
時
～
11
月

４
日（
火
）終
日

➡
問
合
せ　
企
画
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
３

令
和
８
年 

中
央
市
二
十
歳
の
つ
ど
い

日
時　
令
和
８
年
１
月
11
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
20
分
～
受
付
、午
前
10
時
開
式

場
所　
ア
ピ
オ
甲
府（
昭
和
町
西
条
３
６
０
０
）

対�

象　
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
で
、市
内
在
住
ま
た
は
市
内
中
学

校
を
卒
業
し
た
人（
転
出
者
も
含
む
）

※�

対
象
の
人
に
は
11
月
下
旬
頃
に
通
知
を
送
付
し

ま
す
。詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
生
涯
教
育
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
２
２

豊
富
郷
土
資
料
館
企
画
展

「
浅
利
与
一
の
腰
の
も
の
」

　

中
央
市
ゆ
か
り
の
武
将
で
あ
る
浅
利
与
一
が

帯
び
て
い
た
刀
の
推
定
復
元
と
、そ
の
過
程
を
と

お
し
て
見
え
て
く
る
、中
央
市
と
周
辺
地
域
の
文

化
的
・
経
済
的
交
流
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
12
月
７
日（
日
）ま
で

場
所　
豊
富
郷
土
資
料
館

➡
問
合
せ　
豊
富
郷
土
資
料
館 

☎
２
６
９
ー
３
３
９
９

第
45
回 

無
料
ジ
ャ
ズ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

ジ
ャ
ズ
で
秋
の
夜
長
を
…

　
文
化
協
会
音
楽
部「
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
も
う
会
」で
は
、

定
期
的
に
ジ
ャ
ズ
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は「
秋
」を
テ
ー
マ
に
、話
題
の
ア
ナ
ロ
グ

デ
ィ
ス
ク
で
ご
機
嫌
な
楽
曲
を
紹
介
し
ま
す
。本
格

的
な
大
型
ス
ピ
ー
カ
ー
と
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ（
レ
コ
ー

ド
針
）で
、一
緒
に
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
18
日（
土
）　
午
後
7
時
～
９
時

場
所　
フ
ィ
オ
ー
レ（
西
花
輪
４
４
８
２
ー
４
）

※�

会
場
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。徒
歩
や
自
転

車
な
ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

ジ
ャ
ズ
を
楽
し
も
う
会
で
は
、会
員（
ベ
テ
ラ
ン
、

初
心
者
問
わ
ず
）を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

➡�

問
合
せ　
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
も
う
会　
原
辰
弥

☎
０
７
０
ー
９
１
１
４
ー
３
３
８
６

第
34
回 

昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り

　

昭
和
町
で
は
、町
を
挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　

歌
手
の
水
森
か
お
り
さ
ん
が
出
演
す
る
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
、パ
ッ
ク
ン
マ
ッ
ク
ン
さ
ん
の
お
笑

い
ス
テ
ー
ジ
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
、楽
し

い
催
し
を
ご
用
意
し
て
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日�

時　
10
月
12
日（
日
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
押
原
公
園「
ゆ
め
パ
ー
ク
昭
和
」

　
　
　
（
昭
和
町
押
越
１
５
０
０
ー
1
）

※�

会
場
周
辺
の
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。臨
時

駐
車
場
の
西
条
小
学
校
と
常
永
小
学
校
発
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課

☎
２
７
５
ー
８
１
５
４

山
梨
県
主
催 

合
同
就
職
フ
ェ
ア

　

山
梨
県
内
の
多
数
の
企
業
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
17
日（
金
）

　
就
職
セ
ミ
ナ
ー　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
55
分

　
フ
ェ
ア　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

　
　
　
（
甲
府
市
丸
の
内
１
ー
１
ー
17
）

内�

容　

各
企
業
ブ
ー
ス
で
の
面
談
、各
種
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
設
置

対�

象　
一
般
求
職
者
・
令
和
8
年
3
月
学
校
卒
業

予
定
の
人

申�

込
方
法　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
し
込
み（
山
梨
県
就
職
情

報
サ
イ
ト「
や
ま
な
し
就
職
応
援
ナ
ビ
」）

➡
問
合
せ　
山
梨
県
働
く
人
・
働
き
方
支
援
課

☎
２
２
３
ー
１
５
６
２

梨
医
祭
２
０
２
５
の
ご
案
内

日
時　
10
月
25
日（
土
）、26
日（
日
）

場
所　
山
梨
大
学　
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

内�

容　
学
内
外
の
団
体
に
よ
る
展
示
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、模
擬
店
と
い
っ
た「
学
園
祭
」の
要
素

は
も
ち
ろ
ん
、医
学
に
関
す
る
講
演
や
参
加
体

験
型
の
企
画
を
中
心
と
し
た
医
学
展
と
い
う
医

学
部
な
ら
で
は
の
展
示
も
行
い
ま
す
。芸
人
さ

ん
を
招
い
て
の
ス
テ
ー
ジ
企
画
も
あ
り
ま
す
。

➡�

問
合
せ　
山
梨
大
学
医
学
部　
学
祭
実
行
委
員
会

nashiisaikouhou@
gm
ail.com

リ
ウ
マ
チ
膠こ

う
げ
ん原
病
市
民
講
座

　

難
病
を
テ
ー
マ
と
し
て
疾
患
や
医
療
に
関
し
て

学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
１
日（
土
）　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　
山
梨
大
学
医
学
部　
臨
床
講
義
棟
大
講
義
室

※
申
し
込
み
不
要
の
無
料
講
座
で
す
。

➡�

問
合
せ　
山
梨
大
学
医
学
部　
医
療
支
援
課

☎
２
７
３
ー
９
７
３
２

や
ま
な
し
肝
ぞ
う
デ
ー
２
０
２
５

　

楽
し
く「
肝
ぞ
う
」に
つ
い
て
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和　
さ
く
ら
広
場

内�

容　

フ
ィ
ブ
ロ
ス
キ
ャ
ン
、ス
ト
ル
ー
プ
テ

ス
ト
の
検
査
体
験
、ク
イ
ズ
大
会
、ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど

➡
問
合
せ　
山
梨
大
学
医
学
部　
医
療
支
援
課

☎
２
７
３
ー
９
７
３
２

第
１
０
４
回 

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

日
時　
11
月
19
日（
水
）・
20
日（
木
）

　
　
　
午
前
８
時
40
分
～
午
後
４
時
50
分

※�

２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。20
日
は
午
後
３
時

50
分
ま
で
で
す
。

場
所　
甲
府
市
南
公
民
館　

１
階　

大
ホ
ー
ル　

　
　
　
（
甲
府
市
下
今
井
町
15
）

定
員　
70
人（
先
着
）

受
講
料　
５
，０
０
０
円

申�

込
方
法　
申
請
書
を
甲
府
地
区
消
防
本
部
査
察
課

（
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
ー
23
）に
持
参

申
込
期
間　
10
月
27
日（
月
）～
31
日（
金
）　　
　

　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

➡
問
合
せ　
甲
府
地
区
消
防
本
部　
査
察
課

☎
２
２
２
ー
１
２
８
４

高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

学
校
説
明
会

日
程　

�

11
月
28
日（
金
）午
前
、12
月
12
日（
金
）午
前
、

１
月
27
日（
火
）午
後
、２
月
17
日（
火
）午
後

場
所　
山
梨
県
立
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
　
　
（
笛
吹
市
石
和
町
中
川
１
４
０
０
）

内�

容　

学
校
概
要
や
進
路
指
導
の
説
明
、専
門

コ
ー
ス
な
ど
の
授
業
見
学
会

申�

込
方
法　
各
学
校
や
各
機
関
経
由
で
申
し
込
み

※
詳
細
は
桃
花
台
学
園
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
高
等
支
援
学
校
桃
花
台
学
園

　
相
談
支
援
部　
　
　
　
☎
２
６
３
ー
７
７
６
０

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

相　
談

お
知
ら
せ
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委員会事務局：企画課　　☎274-8523

vol.223Chuo
City
Chuo
City だより

男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

vol.223男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

vol.223Chuo
City
Chuo
City だより

男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

vol.223男と女、共に歩もう… 拓け中央輝きプラン

委員会事務局：企画課　　☎274-8523

中 央市男女共同参画委員会では、家族が互いを尊重し、明る
い人づくり・家庭づくりを目指して一人ひとりがお互い

の心を大切にする思いやりのある家族になるよう活動を行って
います。その中にDV（家庭内暴力）の根絶があります。
　DVといっても身体的なもの・精神的なものなどさまざまな
ものがあります。パートナーから暴力を受けていませんか。まず
は一人で悩まずに関係機関に相談してください。早めの相談が
問題解決の第一歩です。
　もしも周りで被害にあって困っている人がいたら、相談窓口
があることを伝えてください。

※�市のHPに、女性支援・配偶者暴力被害に関
する相談窓口をまとめたページがあるので、
ご活用ください。

「もしかしてDV？」と思ったら、まずはご相談ください

市民
安全
安心

危
機
管
理
課

☎
２
７
４
ー
８
５
１
９

総
合
防
災
訓
練

８
月
31
日（
日
）、小
中
学
校
と
自
主
防
災

会
が
協
働
で
訓
練
を
行
う「
地
区
別
協

働
防
災
訓
練
」に
市
民
約
５
，１
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
、地
震
発
生
の
訓
練
放
送
を
受
け

市
内
各
地
で
一
斉
に
訓
練
が
開
始
さ
れ
、ア
ル

フ
ァ
化
米
の
炊
出
し
や
中
学
生
に
よ
る
Ｄ
Ｉ
Ｇ

（
災
害
図
上
訓
練
）、救
急
救
命
法
の
実
習
、簡
易

ト
イ
レ
や
簡
易
担
架
の
製
作
な
ど
、小
中
学
生

と
各
自
主
防
災
会
が
一
体
と
な
り
真
剣
に
取
り

組
み
ま
し
た
。ま
た
、消
防
団
の
補
助
の
も
と
、

初
期
消
火
訓
練
を
行
う
な
ど
、各
自
主
防
災
会
で

地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
訓
練
を
機
に
各
自
主
防
災
会
で
の
災
害

時
の
役
割
分
担
、防
災
に
つ
い
て
考
え
、い
ざ
と

い
う
と
き
は
自
分
で
自
分
の
身
を
守
る「
自
助
」、

隣
近
所
で
助
け
合
う「
共
助
」が
行
え
る
よ
う
災

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

入 札 結 果 公 表入 札 結 果 公 表 ➡問合せ　管財課　☎274-8517

入札執行日　令和７年８月28日 ※金額に消費税は含まれません（単位：円）

工事・委託名 工事・委託場所 落札業者 落札金額 予定価格
別所橋補修工事 関原地内 中楯建設㈱ 6,900,000 7,190,000
中央市公共下水道既設管更生工事7-1工区 山之神地内 ㈱タセイ 26,260,000 27,080,000
農道1007号線道路拡幅工事 西花輪地内 ㈱北原工業 8,800,000 9,060,000
市道1006号線道路拡幅に伴う光ケーブル
改修工事

成島・極楽寺
高橋地内 ㈱大成電気 4,560,000 4,710,000

自動車騒音常時監視業務委託 中央市内 ㈱メイキョー 1,800,000 1,890,000
市道玉穂中央通り線道路改良事業（第Ⅱ期）
に伴う地質等調査業務委託 下河東地内 ㈱ハギ・ボー 5,500,000 5,810,000

建築物等現況調査業務委託田富7-2工区 山之神地内 ㈱明和測量 1,300,000 1,380,000
中央市公共下水道管渠基本設計業務委託 浅利地内 ㈱理工エンジニアリング 5,900,000 6,410,000
国母工業団地内横断水路改修測量設計業務委託 中楯地内 ㈱太陽設計 3,130,000 3,350,000

入札執行日　令和７年８月19日（事後審査型条件付き一般競争入札） ※金額に消費税は含まれません（単位：円）

物品名 納入場所 落札業者 落札金額 予定価格
中央市総合防災公園ロングパイル人工芝購入 布施地内 ㈱パークプラン工業 44,620,000 46,000,000

入札執行日　令和７年８月28日（事後審査型条件付き一般競争入札） ※金額に消費税は含まれません（単位：円）

工事名 工事場所 落札業者 落札金額 予定価格
市営布施団地外壁他改修工事 布施地内 井口工業㈱ 39,000,000 40,160,000
中央市豊富農村広場夜間照明設備改修工事 大鳥居地内 ㈱アスロック 37,900,000 37,950,000
中央市総合防災公園ロングパイル人工芝整備工事 布施地内 ㈱中部 61,500,000 63,190,000

☎274-8543

市民環境課
環境担当

犬犬
や
猫
の
飼
育
方
法
に
つ

や
猫
の
飼
育
方
法
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ト

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
た
飼
育
方
法
で
、

ル
ー
ル
を
守
っ
た
飼
育
方
法
で
、

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
の
防
止
と
犬

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
の
防
止
と
犬

や
猫
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

や
猫
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

犬
の
飼
育

犬
の
飼
育

▼▼��

係
留
を
し
っ
か
り
行
い
ま

係
留
を
し
っ
か
り
行
い
ま

し
ょ
う

し
ょ
う

　　

飼
い
犬
が
脱
走
し
て
し
ま
う

飼
い
犬
が
脱
走
し
て
し
ま
う

事
案
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
案
が
増
加
し
て
い
ま
す
。屋
外
屋
外

で
飼
育
す
る
場
合
は
、首
輪
の

で
飼
育
す
る
場
合
は
、首
輪
の

緩
み
や
リ
ー
ド
の
劣
化
な
ど
が

緩
み
や
リ
ー
ド
の
劣
化
な
ど
が

な
い
か
定
期
的
に
点
検
し
ま

な
い
か
定
期
的
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

　　
「
山
梨
県
動
物
の
愛
護
及
び
管

「
山
梨
県
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
」で
は
、

理
に
関
す
る
条
例
」で
は
、犬
の
係

犬
の
係

留
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

留
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

猫
の
飼
育

猫
の
飼
育

▼▼
猫
は
室
内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う

猫
は
室
内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う

　

山
梨
県
で
は
、飼
い
猫
は
室

　

山
梨
県
で
は
、飼
い
猫
は
室

内
飼
育
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

内
飼
育
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
飼
育
を

ペ
ッ
ト
の
飼
育
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

見
直
し
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

受
け
ま
し
ょ
う

	・�	
猫
の
健
康
に
メ
リ
ッ
ト

猫
の
健
康
に
メ
リ
ッ
ト

　　

��　　
猫
の
交
通
事
故
の
防
止
や
、

猫
の
交
通
事
故
の
防
止
や
、

感
染
症
へ
の
感
染
リ
ス
ク
が

感
染
症
へ
の
感
染
リ
ス
ク
が

低
下
し
ま
す
。

低
下
し
ま
す
。

	・�	
飼
い
主
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト

飼
い
主
さ
ん
に
メ
リ
ッ
ト

　　

��　　

猫
が
近
隣
住
宅
な
ど
の
敷

猫
が
近
隣
住
宅
な
ど
の
敷

地
内
で
糞
を
す
る
糞
害
を
未

地
内
で
糞
を
す
る
糞
害
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、ト
ラ

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。最
近
、猫
の
糞
害

で
き
ま
す
。最
近
、猫
の
糞
害

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

が
増
加
し
て
い
ま
す
。ご
協

が
増
加
し
て
い
ま
す
。ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

	・�	��

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
餌

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
餌

や
り
や
り

　　

��　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の

餌
や
り
は
、地
域
住
民
へ
迷

餌
や
り
は
、地
域
住
民
へ
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
責

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
責

任
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が
大

任
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。猫
が
餌
を
食
べ
終

切
で
す
。猫
が
餌
を
食
べ
終

わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
片
付
け
、

わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
片
付
け
、

糞
の
始
末
な
ど
周
辺
の
清
掃

糞
の
始
末
な
ど
周
辺
の
清
掃

を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、許

を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、許

可
な
く
他
人
の
土
地
で
餌
を

可
な
く
他
人
の
土
地
で
餌
を

与
え
る
行
為
も
や
め
て
く
だ

与
え
る
行
為
も
や
め
て
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

浄浄
化
槽
は
、微
生
物
の
働

化
槽
は
、微
生
物
の
働

き
を
利
用
し
て
汚
水

き
を
利
用
し
て
汚
水

を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で
す
。

を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で
す
。

適
切
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ

適
切
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ

な
い
と
、浄
化
槽
の
機
能
が
低

な
い
と
、浄
化
槽
の
機
能
が
低

下
し
、

下
し
、悪
臭
の
発
生
や
汚
れ
た

悪
臭
の
発
生
や
汚
れ
た

水
の
流
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。

水
の
流
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
浄
化

　

浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
浄
化

槽
の
維
持
管
理
と
し
て
、法
定

槽
の
維
持
管
理
と
し
て
、法
定

検
査
、

検
査
、保
守
点
検
、

保
守
点
検
、清
掃
清
掃
の
３
つ

の
３
つ

が
浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

が
浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。法
定
検
査
は

い
ま
す
。法
定
検
査
は
日
頃
の
維

日
頃
の
維

持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
）が

持
管
理（
保
守
点
検
・
清
掃
）が

適
正
に
行
わ
れ
、浄
化
槽
か
ら

適
正
に
行
わ
れ
、浄
化
槽
か
ら

の
放
流
水
に
異
常
が
な
い
か
を

の
放
流
水
に
異
常
が
な
い
か
を

確
認
す
る
検
査
で
、毎
年
１
回

確
認
す
る
検
査
で
、毎
年
１
回

受
検
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

受
検
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　
近
隣
へ
の
迷
惑
、川
や
水
路
の

近
隣
へ
の
迷
惑
、川
や
水
路
の

汚
染
を
防
ぐ
た

汚
染
を
防
ぐ
た

め
に
、法
定
検

め
に
、法
定
検

査
の
受
検
を
お

査
の
受
検
を
お

願
い
し
ま
す
。

願
い
し
ま
す
。

※※��

法
定
検
査
の
お
申
し
込
み
は

法
定
検
査
の
お
申
し
込
み
は

山
梨
県
知
事
の
指
定
機
関

山
梨
県
知
事
の
指
定
機
関

（
一
社
）山
梨
県
浄
化
槽
協
会

（
一
社
）山
梨
県
浄
化
槽
協
会

（
☎
２
８
８
ー
１
１
３
２
）に

（
☎
２
８
８
ー
１
１
３
２
）に

お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い
し
ま
す
。

市HPはこちら➡

DVとはDVとは
　英語の「d

ド メ ス テ ィ ッ ク

omestic v
バ イ オ レ ン ス

iolence」を略して表記し
たもので、日本では配偶者や恋人など親密な関
係にある（あった）人から振るわれる暴力という
意味で使用されることが多いです。
　配偶者からの暴力を防止し、被害者の保護な
どを図ることを目的として制定された「配偶者
からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する
法律（配偶者暴力防止法）」は、DV防止法と呼ば
れることもあります。

【参考】　男女共同参画局HP
　　　　「ドメスティック・バイオレンス（DV）とは」

DIG（災害図上訓練）
生徒自身が住んでいる地域の危
険箇所などを調べて発表し、防災
意識の向上や地域コミュニティ
の強化に繋げました。

簡易トイレ・簡易担架製作
段ボール箱を活用した簡易トイ
レの作り方や、毛布や角材を用い
た簡易的な担架の作り方を学び
ました。

救急救命法の実習
腕の骨折を想定し、添え木や雑誌
などで腕を固定した応急措置を
学びました。
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き
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倶
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充
実
ふ
く
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健
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が
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子
育
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イ
ベ
ン
ト・教
室
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ら
せ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ



が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

10
月
は
児
童
手
当
の
支
払
い
月
で
す

　

10
月
10
日（
金
）に
８
月
か
ら
９
月
分
の
児
童

手
当
を
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、

通
帳
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

入
金
さ
れ
る
時
間
帯
は
、金
融
機
関
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

➡
問
合
せ 

子
育
て
支
援
課 

☎
２
７
４
ー
８
５
５
７

パ
パ
マ
マ
学
級
・
育
児
学
級（
予
約
制
）

�

※
広
報
折
込
の「
保
健
事
業
の
お
知
ら
せ
」も
あ
わ

せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
離
乳
食
教
室（
育
児
学
級
）

日
時　
10
月
31
日（
金
）　
午
前
９
時
45
分
～
受
付

　
　
　
午
前
10
時
～

場
所　
玉
穂
勤
労
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内�

容　

離
乳
食
開
始
の
時
期
や
１
回
量
、硬
さ
な

ど
基
本
の「
き
」の
部
分
を
学
び
ま
す
。

定
員　
14
組（
先
着
）

▼
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
③

日
時　
11
月
16
日（
日
）　
午
前
９
時
45
分
～
受
付

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
し
ん
☆
ち
び
」

内�

容　

沐
浴
・
ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
、妊
婦
疑

似
体
験
、パ
パ
マ
マ
交
流
な
ど

持
ち
物　
母
子
手
帳
・
筆
記
用
具

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
健
康
増
進
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

良
好
な
教
育
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、令
和
４
年

度
か
ら
市
全
体
の
今
後
を
見
据
え
た
学
校
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、三
村
小
学
校
と
玉
穂
南
小
学

校
の
各
学
校
区
の
自
治
会
や
P
T
A
な
ど
の
代
表

者
で
構
成
さ
れ
る「
中
央
市
立
学
校
再
編
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。こ
の
協
議
会
で
は
、両
校
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、地
域
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
、協
議
会
で
話
し
合
わ
れ

た
内
容
、資
料
な
ど
は
、市
の
Ｈ
Ｐ
で
随
時
公
開
し

て
い
き
ま
す
。

➡
問
合
せ　
教
育
総
務
課　
☎
2
7
4
ー
８
５
２
１

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

健
康
増
進
課
か
ら

各
種
健
康
教
室
の
ご
案
内

▼
姿
勢
改
善
教
室（
予
約
制
）

　
～
姿
勢
を
よ
く
し
て
健
康
的
な
体
づ
く
り
～

　

肩
こ
り
や
腰
痛
の
あ
る
人
、お
な
か
周
り
の
引

締
め
や
骨
盤
矯
正
を
し
た
い
人
、一
緒
に
疲
れ
に

く
い
体
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日�

時
・
場
所　
10
月
21
日（
火
）、11
月
18
日（
火
）、

12
月
15
日（
月
）、令
和
８
年
１
月
20
日（
火
）、

２
月
17
日（
火
）　
午
後
１
時
～
３
時

　
玉
穂
勤
労
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
回
20
人（
先
着
）

持�

ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル
、必
要
な
人
は
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

申
込
期
限　
各
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で

▼
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室（
予
約
制
）

　
～
基
礎
か
ら
正
し
い
姿
勢
で
歩
こ
う
～

　

日
頃
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
興
味
が
あ
る
け
ど

歩
い
て
い
な
い
人
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
基
礎
か
ら

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日�

時
・
場
所　
11
月
14
日（
金
）、12
月
12
日（
金
）、

令
和
８
年
１
月
９
日（
金
）、２
月
13
日（
金
）、

３
月
13
日（
金
）　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
玉
穂
総
合
会
館　

２
階　
多
目
的
ホ
ー
ル
１・
２

定
員　
各
回
30
人（
先
着
）

持�

ち
物　
飲
み
物
、タ
オ
ル
、上
履
き

申
込
期
限　
各
回
１
週
間
前
ま
で

※�

11
月
14
日（
金
）は
午
後
１
時
15
分
か
ら
栄
養
教

室
も
あ
り
ま
す
。３
月
13
日（
金
）は
総
合
防
災

公
園（
雨
天
時
は
玉
穂
総
合
会
館
多
目
的
ホ
ー

ル
１･

２
）で
実
施
し
ま
す
。

▼
ヘ
ル
シ
ー
栄
養
教
室（
予
約
制
）

　
～
お
い
し
い
食
事
で
健
康
に
な
ろ
う
～

　

お
い
し
く
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
を
み
ん
な
で
作
っ

て
食
べ
て
、健
康
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
29
日（
水
）　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

※�各イベントの詳細確認や参
加申し込みは、しん☆ちび
HPをご利用ください。
➡申込み・問合せ
　子育て支援センター
　しん☆ちび　☎269-8212

子育て支援センター「しん☆ちび」

各種イベントのご案内

しん☆ちび
HPはこちら

週末アートワーク（先着）
　週末に、親子でかんたん＆気軽にアート
体験を楽しみましょう。
日時　よりみちアート　10月５日（日）
　　　かんたん木工作　10月11日（土）
　　　※どちらも午後１時～３時
場所　�しん☆ちび メインストリート・絵本

コーナー前
講師　よりみちアート　羽中田桂子さん
　　　かんたん木工作　三井茂さん
対象　未就学児親子
参加料　500円
ふたご・多胎児親子あつまれ（予約制）
　ふたご・多胎児親子のみなさんが集まって、
あそんだり、おしゃべりしたり、交流を楽し
む会です。
日時　10月８日（水）
　　　午前10時30分～ 11時30分
場所　しん☆ちび 多目的ルーム
対象　ふたご・多胎児の親子
定員　５組
申込期限　�イベント前日まで
子育てボランティア養成講座（予約制）
　しん☆ちびで子育てボランティアをしま
せんか。養成講座を受講して活動スタート！
日時　10月25日（土）
　　　午前10時30分～午後２時30分
場所　しん☆ちび
定員　５人
持ち物　上履き、昼食
申込期限　10月23日（木）まで

前
に
予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
が
、65
歳
の
誕
生

日
前
に
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
は
助
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

※�

生
活
保
護
受
給
者
と
特
定
中
国
残
留
邦
人
等
支

援
給
付
受
給
者
は
、予
防
接
種
費
免
除
券
の
交

付
を
受
け
る
と
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。必
ず

接
種
前
に
担
当
課
窓
口
で
予
防
接
種
費
免
除
券

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

➡
問
合
せ　
健
康
増
進
課　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
へ

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、７
月
と
８
月
に
実
施

し
た
市
の
総
合
健
診
で
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な

い
人
を
対
象
に
、未
受
診
者
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、重
大
な
病
気
へ
と
つ
な
が
る
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
、早
期
発
見
の
た
め
に
欠
か

せ
な
い
検
査
で
す
。ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
お
持
ち
の
人
は
、

乳
が
ん
検
診
も
受
診
で
き
ま
す
。

日
程　
11
月
20
日（
木
）

場
所　
玉
穂
勤
労
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　
10
月
24
日（
金
）ま
で

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
保
険
課　
　
　
　
　
　
☎
2
7
4
ー
8
5
4
5

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、対
象

の
障
が
い（
身
体
障
害
者
手
帳
１
か
ら
３
級
、療
育

手
帳
Ａ
、精
神
保
健
福
祉
手
帳
１・
２
級
ま
た
は
障

害
基
礎
年
金
１・
２
級
受
給
、特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
）を
持
つ
人
に
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
の
障
が
い
に
該
当
す
る
人
で
医
療
費
助
成

を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
更
新

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
受
給
資
格
者
証

は
毎
年
11
月
に
更
新
さ
れ
ま
す
。公
簿
な
ど
で
受

給
資
格
を
確
認
で
き
る
場
合
は
更
新
手
続
き
は
不

要
で
す
が
、次
に
該
当
す
る
人
は
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

更
新
手
続
き
が
必
要
な
人

	・��「
全
国
健
康
保
険
協
会
山
梨
支
部
」の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人

	・�

障
害
基
礎
年
金
で
申
請
さ
れ
て
い
る
人（
該
当
と

な
る
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
は
除
く
）

	・�

今
年
度
新
た
に
受
給
資
格
を
得
る
人（
昨
年
度

所
得
超
過
に
よ
り
受
給
資
格
を
満
た
さ
な
か
っ

た
人
）で
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

※�

更
新
手
続
き
が
必
要
な
人
に
は
９
月
中
に
通
知

を
送
付
し
ま
し
た
。内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

所
得
判
定
後
、受
給
対
象
者
に
は
10
月
中
旬
に

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。所
得
制
限
を
超
え
、

今
年
度
受
給
対
象
外
と
な
る
人
に
は
別
途
10
月

中
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

➡
問
合
せ　
福
祉
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
４

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
受
給
漏
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公
的
年
金
な
ど

の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
基
礎
年
金

受
給
者
に
対
し
て
、年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
す

る
給
付
金
で
、老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
、

障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
、遺
族
年
金
生
活

場
所　
玉
穂
総
合
会
館　
１
階　
調
理
室

定
員　
20
人（
先
着
）

持�

ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、タ
オ
ル
、室
内
履
き

申
込
期
限　
10
月
17
日（
金
）ま
で

▼
い
き
い
き
腎
臓
講
座（
予
約
制
）

　
～
腎
臓
に
つ
い
て
学
ん
で
健
康
に
過
ご
そ
う
～

　

自
身
の
健
康
の
た
め
、腎
臓
に
つ
い
て
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
時　
10
月
16
日（
木
）、11
月
10
日（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
本
館　

２
階　
防
災
対
策
室

定
員　
各
回
30
人（
先
着
）

申
込
期
限　
各
回
１
週
間
前
ま
で

➡��

申
込
み
・
問
合
せ

　
健
康
増
進
課　
　
　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
２

高
齢
者
の
予
防
接
種（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
）に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
高
齢
者
対
象
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
接
種
を
開
始
し
ま
す
。年
１
回
の
助
成
を
利
用

し
て
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

助
成
金
額　
２
，5
0
0
円

接
種
期
限　
令
和
８
年
１
月
31
日（
土
）ま
で

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

助
成
金
額　
７
，8
0
0
円

接
種
期
限　
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）ま
で

対
象

①�

接
種
日
に
65
歳
以
上
の
人（
65
歳
以
上
の
人
に

は
予
診
票
な
ど
を
郵
送
済
み
）

②�

接
種
日
に
60
歳
〜
64
歳
で
、心
臓
、腎
臓
も
し
く

は
呼
吸
器
の
機
能
、ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
に
定
め
ら
れ
る
人

（
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
、日
常
生
活
活
動
が
極

度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
）

※�

②
に
該
当
す
る
接
種
希
望
者
に
は
予
診
票
を
発

行
し
ま
す
の
で
、障
害
者
手
帳
ま
た
は
医
師
の

意
見
書
を
持
参
し
、健
康
増
進
課
、玉
穂
・
豊
富

支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

接
種
期
間
中
に
65
歳
を
迎
え
る
人
は
、誕
生
日

県 央ネットやまなし自殺対策･ひき
こもり支援分科会では、自身もひ

きこもりの経験を持ち、当事者のクリエ
イティブチームの代表を務める林恭子
さんを講師に招き「ひきこもりの理解と
支援～当事者の視点から～」と題して講
演会を開催します。

日時　11月８日（土）
　　　午後１時～受付、午後１時30分～
場所　笛吹市スコレーセンター
　　　（笛吹市石和町広瀬626-1）
対象　�家族、当事者（経験者）、支援者、

関心のある人
定員　300人（先着）
申込期限　11月４日（火）まで
申込方法　WEB申し込み、電話、FAX

➡申込み・問合せ
　福祉課　☎274-8544
　　　　　 274-1125

県央ネットやまなし県央ネットやまなし

ひきこもり支援講演会開催ひきこもり支援講演会開催

WEB申し込み
はこちら

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て



夜
中
に
ふ
と
目
を
覚
ま
す
と
、息
が
苦
し
い

夜
中
に
ふ
と
目
を
覚
ま
す
と
、息
が
苦
し
い

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
　
呼
吸
器
内
科
　
臨
床
助
教
　
星
野
佑
貴

　

胸
の
奥
が
重
く
、何
か
に
締
め
付
け
ら
れ
た
よ

う
な
感
覚
。「
空
気
を
吸
い
た
い
の
に
、思
う
よ
う

に
吸
え
な
い—

」そ
ん
な
経
験
を
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、気
管

支
喘ぜ

ん
そ
く息
の
発
作
の
一
つ
の
例
で
す
。

　
喘
息
は
、気
道（
空
気
の
通
り
道
）に
慢
性
的
な

炎
症
が
起
こ
る
こ
と
で
、咳せ

き

や
息
苦
し
さ
、喘ぜ

ん
め
い鳴

（
ゼ
ー
ゼ
ー
、ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
い
う
音
）な
ど
の

症
状
を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。子
ど
も
に
多
い
病

気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、大
人
に

な
っ
て
か
ら
発
症
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
く
、

全
年
齢
で
注
意
が
必
要
で
す
。実
は
、１
９
９
５
年

に
亡
く
な
っ
た
歌
手
の
テ
レ
サ
・
テ
ン
さ
ん
も
、

重
い
喘
息
発
作
が
原
因
で
命
を
落
と
し
た
ひ
と
り

で
す
。彼
女
は
ア
ジ
ア
各
国
で
人
気
を
誇
り
、優
し

い
歌
声
で
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。し
か
し
、

慢
性
的
な
喘
息
を
抱
え
、発
作
に
苦
し
ん
で
い
た

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。テ
レ
サ
さ
ん

は
旅
行
先
の
タ
イ
で
突
然
重
い
発
作
に
見
舞
わ
れ
、

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。彼
女
の
死
は

「
喘
息
は
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
」と
い
う
現
実
を
、

私
た
ち
に
強
く
突
き
つ
け
る
出
来
事
で
し
た
。

　
こ
こ
山
梨
県
で
も
、気
管
支
喘
息
で
お
悩
み
の
人

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
春
先
や
秋
口
な
ど
、

空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
や
気
温
差
が
大
き
い
時
期

に
悪
化
し
や
す
く
、夜
間
や
早
朝
に
症
状
が
強
く

な
る
人
も
い
ま
す
。ま
た
、最
近
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎（
花
粉
症
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
に
よ
る
く

し
ゃ
み
、鼻
水
、鼻
づ
ま
り
）を
合
併
す
る
患
者
さ

ん
も
増
え
て
い
ま
す
。ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
と
喘

息
は「
上
気
道
」と「
下
気
道
」の
違
い
は
あ
れ
ど
、

同
じ
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
が
関
係
し
て
お
り
、実
際

に
両
者
を
併
せ
持
つ
人
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば「
ス
ギ
花
粉
の
季
節
に
鼻
の
症
状
が
悪
化
す

る
と
同
時
に
、咳
や
喘
息
も
出
て
く
る—

」そ
ん
な

ケ
ー
ス
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
、ま
ず
発
作
を
予
防
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
中
心
と
し

た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
薬
を
毎
日
き
ち
ん
と
使
う
こ

と
で
、気
道
の
炎
症
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

発
作
が
出
た
と
き
の
た
め
に
、気
管
支
拡
張
薬
な

ど
の「
レ
ス
キ
ュ
ー
薬
」を
常
備
し
て
お
く
こ
と

も
重
要
で
す
。加
え
て
、ア
レ
ル
ギ
ー
が
原
因
と

わ
か
っ
て
い
る
場
合
は
、ア
レ
ル
ゲ
ン
の
除
去
や

回
避
も
効
果
的
で
す
。さ
ら
に
、近
年
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
舌
下
免
疫
療
法
で
す
。こ
れ
は
、ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
物
質（
ス
ギ
花
粉
や
ダ
ニ
な
ど
）を
少

量
ず
つ
舌
の
下
か
ら
体
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

体
を
慣
ら
し
、ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
そ
の
も
の
を
和
ら

げ
て
い
く
治
療
法
で
す
。特
に
、ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
の
人
に
と
っ
て
は
、長
期
的
に
症
状
を
軽
減
さ
せ

る
可
能
性
の
あ
る
選
択
肢
で
す
し
、間
接
的
に
喘
息

症
状
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
喘
息
と
い
う
と「
子
ど
も
の
病
気
」「
少
し
苦
し

い
く
ら
い
」と
軽
く
捉
え
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
が
、

重
い
発
作
は
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

実
際
、発
作
時
の
苦
し
さ
は
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
人
に
は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
す
。吸
っ
て
も

吸
っ
て
も
空
気
が
足
り
な
い
。そ
ん
な
恐
怖
の
中

で
息
を
す
る
こ
と
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
サ
・
テ
ン
さ
ん
の
よ
う
に
、芸
術
的
な
才

能
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も「
喘
息
の
発
作
に
命
を
奪

わ
れ
て
し
ま
っ
た
人
が
い
る—

」こ
れ
は
決
し
て

遠
い
世
界
の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
頃
の
症
状

を
軽
く
見
ず
、早
め
に
医
療
機
関
で
の
相
談
や
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
、将
来
の
重
症
化
を
防
ぐ
第

一
歩
で
す
。も
し「
最
近
、咳
が
続
い
て
い
る
」「
夜

中
や
朝
方
に
苦
し
く
な
る
」「
花
粉
症
も
あ
る
け
ど
、

春
に
な
る
と
息
も
苦
し
い
」と
い
っ
た
自
覚
が
あ

る
人
は
、ぜ
ひ
一
度
、呼
吸
器
内
科
や
ア
レ
ル
ギ
ー

科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。今
の
医
療
に
は
、あ
な
た

の
呼
吸
を
守
る
た
め
の
選
択
肢
が
た
く
さ
ん
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
深
呼
吸
が
で
き
る
日
常
は
、当
た
り
前
の
よ
う
で

い
て
、決
し
て
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分

の
息
を
大
切
に
し
、健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。企

画　
一
般
財
団
法
人　
里
仁
会

みなさんみなさん
のの
健康健康

て
と

〜
つ
な
が
る
ひ
ろ
が
る
支
援
の「
輪
」
〜

「
や
ま
な
し
お
も
い
や
り
パ
ー
キ

ン
グ
制
度
」と
は

　

障
が
い
の
あ
る
人
、高
齢
者
、妊
産
婦
な
ど

の
車
の
乗
り
降
り
に
配
慮
が
必
要
な
人
が
、

公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
の「
思
い
や
り

駐
車
区
画
」の
表
示
が
あ
る
駐
車
場
に
車
を

駐
め
、施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
制

度
で
す
。駐
車
す
る
に
は
、利
用
証（
要
申
請
）

が
必
要
で
す
。

対
象

	・
身
体
障
害
者
手
帳（
障
が
い
の
程
度
に
よ
る
）

	・
療
育
手
帳（
A
）

	・
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳（
１
級
）

	・
難
病
患
者

	・
高
齢
者（
要
介
護
１
以
上
）

	・�

妊
産
婦（
母
子
手
帳
交
付
日
か
ら
出
産
後
１

年
６
か
月
ま
で
の
人
）

	・�

移
動
に
特
別
な
注
意
が
必
要
な
発
達
障
害

の
あ
る
人（
要
医
師
の
意
見
書
）

	・�

ケ
ガ
に
よ
り
歩
行
が
困
難
で
車
い
す
な
ど

を
利
用
し
て
い
る
人（
要
医
師
の
意
見
書
）

利
用
証
申
請
場
所

　
中
央
市
福
祉
課
、中
北
保
険
福
祉
事
務
所

➡
問
合
せ　
福
祉
課 

☎
２
７
４
ー
８
５
４
４

参
加
料　
５
０
０
円

申
込
期
間　
10
月
10
日（
金
）　
午
前
８
時
30
分
～

➡
申
込
み
・
問
合
せ　

　
峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
２
７
９
ー
６
６
２
６

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
か
ら
技
能
講
習
の
お
知
ら
せ

▼
遺
跡
発
掘
講
習

　

遺
跡
発
掘
の
基
礎
、考
古
学
の
基
礎
、遺
跡
発
掘

の
技
術
の
基
礎
な
ど
に
つ
い
て
、実
際
の
遺
跡
発

掘
現
場
で
学
び
ま
す
。

日
程　
11
月
上
旬

場
所　
甲
府
市
内

対�

象　
令
和
７
年
度
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ
れ
る
人

※
事
前
に
シ
ル
バ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

定
員　
20
人（
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
）

申
込
期
限　
10
月
10
日（
金
）ま
で

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
２
８
ー
８
３
８
３

者
支
援
給
付
金
が
あ
り
ま
す
。

　

新
た
に
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
さ
れ
る
人
で
、給
付
金
の
対
象
と
な
る
場
合
は
、

あ
わ
せ
て
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
年
目
以
降
の
手
続
き
は
、原
則
不
要
で
す
。

➡
問
合
せ　
保
険
課　
　
☎
２
７
４
ー
８
５
４
５

　
竜
王
年
金
事
務
所　
　
☎
２
７
８
ー
１
１
０
０

　
年
金
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

　
　
　
　
　
　
☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
４
０
９
２

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

が
ん
ば
れ
子
育
て

健
康
ラ
イ
フ

充
実
ふ
く
し

い
き
い
き
倶
楽
部

ん

れ

育

康

イ

実

く

き

き

楽

高
齢
者
体
力
測
定
参
加
者
募
集

　

山
梨
大
学
看
護
学
生
に
よ
る
高
齢
者
体
力
測
定

を
実
施
し
ま
す
。ご
自
身
の
身
体
の
状
態
を
知
る

よ
い
機
会
で
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
６
日（
木
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
玉
穂
総
合
会
館 

２
階 

多
目
的
ホ
ー
ル
１・
２

持
ち
物　
上
ぐ
つ

申
込
期
限　
10
月
31
日（
金
）ま
で

➡
申
込
み
・
問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
２
７
４
ー
８
５
５
８

高
年
齢
者
向
け

職
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
開
催

　
高
年
齢
者
が
活
躍
し
て
い
る
企
業
を
見
学
し
て
、

就
職
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
10
月
10
日（
金
）　
午
後
１
時
～
５
時

場
所　
株
式
会
社
オ
ギ
ノ
、株
式
会
社
サ
サ
キ

内
容　
①
企
業
見
学
、就
業
体
験

　
　
　
②
従
業
員
や
採
用
担
当
者
と
の
座
談
会

対�

象　
山
梨
県
内
で
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上

の
人

申�

込
方
法　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
し
込
み（
山
梨
県
就
職
情

報
サ
イ
ト「
や
ま
な
し
就
職
応
援
ナ
ビ
」）

➡
問
合
せ　
山
梨
県
働
く
人
・
働
き
方
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
２
３
ー
１
５
６
２

第
１
回 

山
梨
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ま
つ
り

　

山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
、高
齢
者
の
健

康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
イ

ベ
ン
ト「
第
１
回 

山
梨
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、ご
家
族
で
楽
し
め
る

内
容
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
18
日（
土
）　
正
午
～
午
後
４
時

場
所　
リ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
総
合
市
民
会
館

　
　
　
（
甲
府
市
青
沼
３
丁
目
５
ー
44
）

内�
容　
専
門
家
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ

体
験
、認
知
症
に
関
す
る
特
別
講
演
な
ど

➡
問
合
せ　
山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
２
５
４
ー
８
６
８
８

２
市
１
町（
中
央
市
、甲
斐
市
、昭
和
町
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

中
央
市
、甲
斐
市
、昭
和
町
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
、シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓

発
と
、高
齢
者
の
健
康
維
持
や
地
域
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
31
日（
金
）　
午
前
８
時
30
分
～
受
付

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
甲
斐
市
双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
（
甲
斐
市
岩
森
２
７
３
２
）

※�

雨
天
時
は
双
葉
体
育
館（
甲
斐
市
宇
津
谷

２
２
２
１
）で
実
施
し
ま
す
。

定
員　
１
３
０
人（
先
着
）

中央市市制施行20周年記念事業

いきいきフェスタ in 中央市
～ eスポーツでつながる笑顔の輪～

シ ニアのためのeスポーツイベントを開催します。
頭と体を使い、参加者同士で交流しながら楽しくeスポーツを体験

しましょう。来場者にはプレゼント（無くなりしだい終了）があります。
日時・場所　�11月18日（火）　午後１時30分～４時　玉穂総合会館
受付　�午後３時まで（和太鼓リズムゲーム対戦会の出場者は、午後１時30分

までに受け付けをしてください）
対象　市内在住の65歳以上の人

イベント内容
▶「太鼓の達人　ドンダフルフェスティバル」
　和太鼓リズムゲーム対戦会（要事前エントリー）＆体験コーナー
　・市長VS市民代表「とまチュウ」のエキシビジョンマッチ
　・対戦会（トーナメント戦）
　�対戦会定員　32人（先着）
　対戦会エントリー期間　10月６日（月）～ 31日（金）
　※対戦会は出場者全員に記念品を、１～３位入賞者に賞品を贈呈します。
　※体験コーナーはエントリー不要です。
▶元気度チェック＆啓発コーナー
　�　認知症ケア支援VR体験、体組成測定、ベジチェック測定、血管年齢測定、
ハンドアロママッサージなど
➡申込み・問合せ
　地域包括支援センター　☎274-8558

eスポーツとは「エレクトロニック・スポーツ」
の略で、電子機器を用いて行う娯楽、競技、
スポーツ全般を指す言葉です。

健
康
ラ
イ
フ

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

い
き
い
き
倶
楽
部

が
ん
ば
れ
子
育
て

イ
ベ
ン
ト・教
室

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

充
実
ふ
く
し

健
康
ラ
イ
フ

い
き
い
き
倶
楽
部

充
実
ふ
く
し
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B＆G財団「協定調印式」および「配備機材お披露目式」～玉穂支所防災倉庫～須貝選手、小学生に鉛筆セット寄贈　　～中央市役所～

栄養士勉強会（PROJECT ZERO）　　～中央市給食センター～ 8/2（土）8/22（金）

7/30（水）8/18（月）

社会を明るくする運動　　～市内全域～

VFK 中央市サンクスデー　～JITリサイクルインクスタジアム～

中央市山梨県人会開催　　～ホテルグランドヒル市ヶ谷～

消防団員、認知症サポーター養成講座受講　　～玉穂総合会館～市制施行20周年 懸垂幕掲揚　　～中央市役所～

菅原悟志理事長（B&G財団）と望月市長市内小学生への鉛筆の寄贈ありがとうございます

石井俊史医師の講義に真剣に聞き入る栄養士

保護司会田富支部と更生保護女性会田富支部のみなさん

ピッチで中央市の特産品を贈呈

記念すべき10回目の県人会

日頃から消防活動ありがとうございます！みなさんぜひご覧ください！

油圧ショベルのデモンストレーション今後の展望を語る須貝選手

田富第一保育園で園児たちに啓発品を配布

ヴァンフォーレ甲府の選手たちとの集合写真

総会であいさつをする石原会長

講師の説明のほか、動画で対応法を学びました懸垂幕掲揚式の様子

7/31（木）8/22（金）

8/5（火）9/3（水）

　B&G財団の防災拠点の設置事
業に採択され整備した防災倉庫
で協定調印式が開かれました。
また、会場には整備した資機材

（油圧ショベル、救助艇、プラグ
インハイブリッド車、スポット
クーラーなど）が展示され、油圧
ショベルのデモンストレーショ
ンも実施されました。

　中央市ふるさと大使の須貝英
大選手（京都サンガF.C.所属）が
市内小学校を訪問し、新入生のた
めにと鉛筆セットを寄贈してい
ただきました。また、中央市役所
を表敬訪問していただき、市長ら
と対談。今期の活動状況や、今後
の展望などを熱く語っていただ
きました。

　市では、山梨大学との「包括的連携に関する協定」の一環に、
医学部腎臓内科学教室 石井俊史医師らを中心に「ゼロから始め
る山梨の健康づくりPROJECT ZERO」の取り組みを進めてい
ます。この日は、市内の小中学校で給食を作っている栄養士を対
象にした勉強会が開かれ、講師の石井俊史医師から生活習慣病
の予防と減塩について、専門家の観点から説明がありました。
　参加した栄養士からは「給食をきっかけに減塩について子ども
たちに上手に伝え、自ら食品を選ぶ力を身につけられるように
導くことが大切だと感じた」などの意見があがっていました。

　「社会を明るくする
運動」の強調月間であ
る７月、保護司や更生
保護女性会のみなさん
が市内の施設でPR用の
ぼり旗の設置や啓発品
の配布を行い、犯罪や
非行の防止と更生につ
いて呼びかけました。

　ヴァンフォーレ甲府「中央市・
鳴沢村サンクスデー」が開催され、
市内の小学生がエスコートキッ
ズを、市内中学校のサッカー部員
がボールパーソンを務めました。
　来場者には中央市の水「命水」
が配布されたほか、特設ブースで
青春のトマト焼そばなどが販売
されました。

　中央市山梨県人会の第10
回総会が開催され、中央市山
梨県人会の次年度の事業計
画などが決議されました。
　総会後、遠方から集まっ
た会員どうしの親睦を深め
る懇親会が開かれ、中央市
の未来について熱く語り合
う様子が見られました。

　中央市社会福祉協議会主催の認知
症サポーター養成講座が実施され、
消防団員21人が受講しました。
　認知症についての基礎知識や認
知症患者とのコミュニケーション
方法などを学んだ団員からは「認知
症患者の行方不明者の捜索や災害
時の避難誘導に活かしたい」との
声が聞かれました。

　中央市は令和８年２月20日に市制施
行20周年を迎えます。これを記念して、
この日、懸垂幕の掲揚式が行われました。
　同日の午後５時より防災行政無線の
チャイムで本市出身であるはっとりさん
が作詞・作曲したマカロニえんぴつの「青
春と一瞬」を流す取り組みを始め、市役所
庁舎にファンが集まって、メロディーに
耳を傾けていました。

マークがついている記事はそのアイコンのマークがついている記事はそのアイコンの
SNSでも紹介しています。ぜひご覧ください。SNSでも紹介しています。ぜひご覧ください。
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図書館だより
Instagramは

こちら
HPはこちら

●玉穂生涯学習館　　☎230-7300●玉穂生涯学習館　　☎230-7300
●田富図書館　　　　☎274-3311●田富図書館　　　　☎274-3311
●豊富図書館（分館）　☎269-4011●豊富図書館（分館）　☎269-4011

　ワークショップ(材料費 800円～ 2,000円)
　日時　11月３日（月･祝）、８日（土）　２部制
　　　　（１）午前10時30分～、（２）午後１時30分～
　内容　ランチバック、サコッシュ、コースター
※�10月26日（日）、30日（木）、11月２日（日）、６日（木）
　午後２時～　体験もできます。
▶玉穂生涯学習館ブックリサイクル（一般、雑誌）
　期間　10月５日（日）～ 30日（木）　午前10時～午後５時
　場所　玉穂生涯学習館　玄関ピロティ
▶秋を彩る花の寄せ植え教室
　日時　10月23日（木）　午前10時～ 11時30分
　講師　秋山智仁さん（三越松花園）
　定員　20人
　参加料　2,200円（当日徴収）
▶世界発見パスポート事業　第２弾　中国編
①中国文化と一緒に楽しく学ぶ中国語
　日時　11月８日（土）　午前10時30分～
②食で味わい親しむ中国文化
　日時　11月16日（日）　午前10時～
　場所　玉穂総合会館　調理室
　参加料　500円（当日徴収）
　講師　根岸深雪さん（山梨学院大学孔子学院）
　定員　各20人
▶がくしゅうかんまつり（定員のあるものは事前申込必要）
①手づくりミニえほん教室　25日（土）　午前10時～
②消しゴムはんこ教室　25日（土）　午後２時（定員15人）
③押し花体験教室　26日（日）　午前10時～
④おりがみ教室　26日（日）　午後１時30分～
⑤羊毛フェルト教室　11月１日（土）　午前10時～（定員20人）
⑥ペーパークイリング教室　11月１日（土）　２部制
　（１）午後１時30分～、（２）午後２時30分～（各回10人）
⑦ポーセラーツ教室　11月２日（日）　午前10時～（定員25人）
⑧なんでも創作体験　11月２日（日）　午後１時30分～
▶図書館を知ろう！体験会
①図書館閉架書庫見学　10月28日（火）～ 30日（木）
　（１）午前10時15分～　（２）午前11時15分～
　（３）午後２時～　（４）午後３時～　（５）午後４時～
　（各回定員１組）
②ブックコートかけ体験　11月３日（月･祝）　２部制
　（１）午前10時30分～　（２）午後２時～（各回３人）
田富図書館イベント
▶講座「山梨力をつける」
　～甲府盆地南部の歴史景観を考える～
　日時　10月13日（月･祝）　午後２時～
　講師　内田祥一さん（山梨県埋蔵文化財センター）
　申込方法　電話またはカウンター
▶ブックリサイクル
　再利用の対象となった本をお譲りします。無くなりしだい終了。
　期間　11月１日（土）～３日（月･祝）　午前10時～午後４時30分
　場所　田富図書館視聴覚室
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中央市

中央市の人口と世帯
　面積：31.69㎢　面積：31.69㎢
　中央市役所の位置　中央市役所の位置
　 北緯35度35分58秒　 北緯35度35分58秒
　 東経138度31分2秒　 東経138度31分2秒

令和７年９月１日現在　（　）は前月比令和７年９月１日現在　（　）は前月比
住民基本台帳人口住民基本台帳人口…… 30,498人 （－６人）30,498人 （－６人）
　　男男…………………………………… 15,102人 （－１人）15,102人 （－１人）
　　女女…………………………………… 15,396人 （－５人）15,396人 （－５人）
世　帯世　帯……………………………… 14,300世帯14,300世帯  （＋１世帯）（＋１世帯）
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10月のおはなし会
▶玉穂生涯学習館
　ちいちゃいちいちゃいおはなし会（６か月～３歳）
　日時　�10月１日（水）、15日（水）、11月５日（水）　
　　　　午前10時30分～
　すみれちゃんのおはなし会（幼児～小学校低学年）
　日時　10月12日（日）　午後３時30分～
　おはなしでてこい
　日時　10月４日（土）、19日（日）
　　　　ひよこ（３歳以下）　午前10時30分～
　　　　ことり（４歳～小学生）　午前11時～
▶豊富図書館
　おはなしかいモモ（３歳～８歳）
　日時　10月18日（土）　午前10時30分～
▶田富図書館
　トミーくんのおはなし・あそびタイム（６か月～）
　日時　10月21日（火）　午前11時～
　キッズおはなしききタイム（３歳～８歳くらい）
　日時　10月11日（土）　午前11時～
　トミーくんのえいごでおはなしTime（幼児から小学生）
　日時　10月26日（日）　午前10時30分～
３館共通イベント
▶児童文学講演会
　日時　11月15日（土）　午後２時～３時30分
　演題　絵本ライブ「絵本って楽しいな」
　出演　武田美穂さん（絵本作家･イラストレーター）
　定員　180人（先着）
　申込期間　10月14日（火）～
　申込方法　玉穂生涯学習館カウンターまたは電話
玉穂生涯学習館イベント
※定員のあるものは10月９日（木）から受付開始
※各イベントの詳細はチラシ・図書館HPでご確認ください。
玉穂生涯学習館ロビーギャラリー
▶ハンドメイド４人展（ワークショップも同時開催）
　期間　10月７日（火）～ 22日（水）
　ワークショップ(材料費 500円)
　日時　10月16日（木）～ 18日（土）
　　　　午前10時30分～、午後１時30分～
　内容　チューリップ、巾着、ポーチ
▶乙黒信琉球紅型展（ワークショップも同時開催）
　期間　10月25日（土）～ 11月９日（日）
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蔵書点検による休館のお知らせ
豊富図書館　10月７日（火）～13日（月･祝）
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
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玉穂生涯学習館に玉穂生涯学習館に
りんごの棚ができました！りんごの棚ができました！
　りんごの棚はスウェーデンで生
まれた、特別な配慮を必要とする
子どもも読むことのできるバリアフリー図書を集めた
コーナーです。どなたでも利用できますのでぜひご覧く
ださい。

もっと
知りた

い！

図書館探検隊

市 公 式 イ ン ス
タグラム
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　 体 に や さ し い　 体 に や さ し い

ためして健幸レシピためして健幸レシピ

▼

〒
409-3892  山

梨
県

中
央

市
臼

井
阿

原
301-1

TEL.055-274-1111（
代

表
）　

FA
X.055-274-7130

U
RL https://w

w
w

.city.chuo.yam
anashi.jp

山梨県中央市
ご意見を

お寄せください
市政についての意見など
お気づきのことをお寄せください
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考 案考 案
中央市食生活改善中央市食生活改善

推進員会（下三條２
区）

推進員会（下三條２
区）

材料（4人分）

サバ缶…………………………… １缶
たまねぎ………………………… １個
しめじ…………………………… １袋
白菜… ……………………… 130ｇ

ねぎ…………………………… 90ｇ
トマト…………………………… １個
じゃがいも……………………… １個
味噌… ……………………… 40ｇ

調
理
の
ポ
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ン
ト

調
理
の
ポ
イ
ン
ト

■�トマトの皮をむくと食べ
やすいです。 エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

136kcal 9.3g 4.2g 11.8g 1.6g
※１人分の摂取量※１人分の摂取量

10
2025
N
o.236
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1010.2525(土)
午前10時～午後６時 午前10時～午後３時

2626(日)

主催：中央市文化協会
後援：中央市、中央市教育委員会
協賛：山梨県民文化祭実行委員会

　文化協会会員が日頃の成果を発表します。専門部によるワークショップを開催するなど、みなさんと一緒
に楽しむ文化祭になっています。ぜひご来場ください。

※�詳細は市HPまたは市役所など
公共施設に設置してあるプロ
グラムをご覧ください。 市HPはこちら

会　場　玉穂総合会館（下河東620）
➡問合せ　中央市文化協会事務局　☎274-8522

中央市文化祭

中央市市制施行2 0周年記
念事

業




